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日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
(
本
社
・
る
」
と
話
す
。
ン
で
外
装
材
を
揚
重
す
る
よ
川

東
京
都
中
央
区
、
比
留
間
純
シ
ス
テ
ム
は
、
通
常
の
デ
り
も
、
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
川

社
長
)
が
開
発
し
た
パ
ネ
ル
ッ
キ
型
ゴ
ン
ド
ラ
と
揚
重
機
ほ
う
が
低
コ
ス
ト
で
で
き
る
川

揚
重
機
シ
ス
テ
ム
が
、
省
力
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
ゴ
と
説
明
す
る
。
ゴ
ン
ド
ラ
は
川

化
や
安
全
性
な
ど
で
評
価
さ
ン
ド
ラ
の
内
側
に
、
揚
重
機
外
装
材
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
川

れ
て
い
る
U
写
真
。
シ
ス
テ
で
外
装
材
を
地
上
か
ら
吊
り
せ
、
幅
3
・
6
M、
5
・
5

川

ム
を
導
入
し
た
東
京
都
発
注
上
げ
、
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
た

M
、
7
・
1
Mの
3
種
類
、
川

の
都
立
墨
東
病
院
増
築
等
の
ま
ま
取
り
付
け
と
仕
上
げ
を
計
5
台
が
稼
働
し
て
い
る
。
川

工
事
現
場
を
率
い
る
大
河
内
同
時
に
で
き
る
。
揚
重
機
は
、
作
業
は
、
建
物
の
中
側
と
川

祥
志
戸
田
・
京
成
・
坂
田
J

手
元
の
無
線
操
作
で
上
下
左
ゴ
ン
ド
ラ
の
外
側
の
両
方
か
川

V
所
長
は
、
「
す
べ
て
足
場
右
に
外
装
材
を
移
動
す
る
こ
ら
で
き
る
た
め
、
墜
落
・
転
川

で
計
画
し
て
い
た
が
、
労
働
と
が
可
能
で
、
最
大
吊
り
下
溶
な
ど
の
事
故
防
止
に
役
立
川

者
不
足
な
の
で
揚
重
機
シ
ス
荷
重
は
1
J。
ち

安

全

性

が

高

い

。

シ

ス

テ

川

テ
ム
を
採
用
し
た
。
コ
ス
ト
大
河
内
所
長
は
、
低
層
と
ム
を
開
発
し
た
後
も
改
良
を
川

も
ト
ー
タ
ル
で
は
安
く
な
高
層
の
す
べ
て
に
足
場
を
仮
重
ね
て
い
た
が
、
ほ
ぼ
満
足
川

た
日
力
七
、
安
全
空
前
口
口
平
面
川

，hT
↓
ノ
イ
ー
ヨ

J

メ
二
刷
工
J
J
ハ一空一一一ロイ
l

川

・
設
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
作
で
き
る
水
準
に
な
っ
た
と
い
川

~
業
員
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
う
。
こ
れ
ま
で
の
導
入
実
績
川

一
に
加
え
、
「
足
場
の
組
み
立
て
は
年
間
ロ
件
だ
っ
た
が
、
今
川

解
体
時
に
金
属
音
が
出
る
」
後
は
2
倍
の
年
間

μ
現
場
で
川

た
め
、
近
隣
か
ら
騒
音
の
苦
の
採
用
を
目
指
し
て
い
る
。
川

情
も
心
配
だ
っ
た
こ
と
を
採
今
回
の
現
場
は
都
立
墨
東
山

用
の
理
由
に
挙
げ
た
。
病
院
(
お
)
増
築
及
び
改
修
川

費
用
面
は
、
単
純
に
比
較
工
事
で
、
増
築
棟
の
規
模
は
川

す
る
と
足
場
よ
り
も
シ
ス
テ

s
・
S
R
C造
地
下
2
階
地
川

ム
が
若
干
高
い
が
、
「
労
務
上
ロ
階
建
て
延
べ
1
万
2
8
川

不
足
の
中
で
単
価
ど
お
り
に

1
2
平
方
好
。
工
期
は
2
0
川

で
き
る
の
か
、
工
程
が
遅
れ

1
1年
1
月
か
ら
日
年
3
月

川

な
い
か
」
な
ど
を
総
合
的
に
ま
で
。
建
設
地
は
墨
田
区
江
川

考
え
る
と
、
実
際
に
は
コ
ス
東
橋

4
l
n
!日
。
設
計
監
川

ト
が
安
く
な
る
と
指
摘
し
理
は
伊
藤
喜
三
郎
建
築
研
究
川

た
。
ま
た
、
タ
ワ
ー
ク
レ
!
所
が
担
当
し
て
い
る
。
川

(第三種郵便物認可)
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ゴンドラ揚重機

併用で工期短縮

東
京
都
が
進
め
る
「
都
立

墨
東
病
院
(
幻
)
増
築
及
び

改
修
工
事
」
の
現
場
で
は
、

足
場
を
組
ま
ず
に
高
所
作
業

が
で
き
る
日
綜
産
業
関
連
会

社
の
日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
社
製
の

「
パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
テ
ム
」

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
感
染

症
お
よ
び
救
急
対
応
を
強
化

す
る
た
め
、
既
存
病
棟
の
隣

る
と
い
う
。

同
シ
ス
テ

寸
ム
は
デ
ッ
キ

よ
型
ゴ
ン
ド
ラ

の
と
揚
重
機
の

払
複
合
体
。
小

一
応
型
無
線
で
、

少
縦
横
方
向
に

日
間
時
並
行
操

ら
作
が
可
能
だ

肋
と
い
う
特
徴

州
が
作
業
効
率

の
向
上
に
つ

2
5
7ず
な

が

っ

て

い

都
立
墨
東
病
院
増
築
に
採
用

に
ロ
階
建
て
の
増
築
棟
を
建
る
。
建
物
の
外
周
に
ゴ
ン
ド

設
す
る
工
事
の
中
で
、
同
シ
一
フ
は
3
・
6
1
7
・
O
Mの

ス
テ
ム
は
6
階
以
上
の
高
層

3
種
類
5
台
、
揚
重
機
は
4

階
の
外
装
パ
ネ
ル
・
仕
上
げ
台
を
設
置
。
揚
重
機
で
地
上

工
事
に
使
わ
れ
て
お
り
、
工
か
ら
作
業
階
ヘ
運
ん
だ
パ
ネ

期
短
縮
に
効
果
を
あ
げ
て
い
ル
を
受
け
取
り
、
ゴ
ン
ド
ラ

に
乗
っ
て
取
り
付
け
る
作
業

を
2
1
3人
1
組
で
行
う
。

リ日年
3
月
の
工
事
完
成
に

向
け
て
、
進
捗
率
は
建
設
工

事
の
叩
%
。
施
工
者
の
戸
田

建
設
・
京
成
建
設
・
坂
田
建

設
J
V
の
大
河
内
祥
志
所
長

は
「
元
々
は
総
足
場
を
計
画

日
綜
ゴ
ン
ド
ラ

し
て
い
た
が
、
ど
こ
の
現
場

も
一
一
一
日
っ
て
い
る
よ
う
に
人
が

足
り
な
い
。
(
シ
ス
テ
ム
を

採
用
す
る
こ
と
で
)
労
務
の

低
減
が
で
き
た
。
コ
ス
ト
の

面
か
ら
い
え
ば
、
現
在
の
物 戸田JV大河内所長

価
で
は
多
少
一
品
く
つ
く
が
、

工
期
が
遅
れ
る
こ
と
な
ど
と

比
べ
れ
ば
、
ト
ー
タ
ル
で
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
評
価
。

騒
音
を
抑
え
る
効
果
に
も
触

れ
、
作
業
員
か
ら
の
評
判
も

上
々
だ
と
い
う
。

工
事
場
所
は
墨
田
区
江
東

橋
4
1
4、
敷
地
面
積
は
1

万
7
5
7
4
・6
8平
方

M
D

U
年
1
月
に
着
工
。
増
築
棟

の
施
設
規
模
は
地
下

S
R

C
造
地
上

S
造
地
下

2
階

地
上
日
階
建
て
延
べ

l
万

2
8
1
2
・2
8平
方
抗
、

最
高
一
両
さ
は
山
・

5
5針
。
設

計
監
理
は
伊
藤
喜
三
郎
建
築

研
究
所
。
来
月
か
ら
既
存
建

物
の
改
修
工
事
も
始
ま
り
、

全
体
竣
工
は
日
年
3
月
末
に

な
る
予
定
。
総
事
業
費
は
刊

億
円
。
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p
l
u
p
工
法
に
よ
る
外
装
工
事

台
、
揚
重
機
4
台
一
お
ら
ず
ー
工
事
コ
ス
ト
の
縮

が
、
増
築
棟

(
S
一
減
が
見
込
め
る
。
「
当
初
の

・
S
R
C造
地
下
一
計
画
は
総
足
場
。
初
期
コ
ス

2
階
地
上
ロ
階
建
一
ト
は
こ
ち
ら

(
p
i
u
p工

て
延
べ
1
・
2
万
一
法
)
の
方
が
高
い
が
、
労
務

平
方
M
)
の
地
上
一
不
足
の
中
で
、
計
画
単
価
通

臼
綜
産
業
は
、
タ
ワ
j
ク
一
ン
や
重
機
を
稼
働
さ
せ
る
必
一
ド
ラ
と
揚
重
機
の
走
行
レ

1

6

階
以
上
の
外
装
一
り
の
施
工
が
難
し
い
場
合
が

レ
!
ン
が
不
要
で
足
場
を
組
一
要
が
な
く
、
外
装
パ
ネ
ル
と
一
ル
ー
ゴ
ン
ド
ラ
の
走
行
装
置
、
工
事
に
使
わ
れ
て
一
あ
り
、
(
突
貫
工
事
が
発
生

む
こ
と
な
く
外
装
材
の
取
り
一
ゴ
ン
ド
ラ
を
同
時
に
動
か
せ
一
揚
重
磯
で
構
成
。
揚
重
機
は
い
る
。
シ
ス
テ
ム
一
し
た
り
、
労
務
を
理
由
に
足

付
け
@
仕
上
げ
が
行
え
る
一
る
た
め
、
コ
ス
ト
と
工
期
を
一
最
大
つ
り
下
げ
荷
量
1
J、
は

、

グ

ル

ー

プ

の

一

場

の

解

体

が

遅

れ

た

り

す

る

「
パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
テ
一
低
減
で
き
る
。
年
間
ロ
件
ほ
一
無
線
方
式
で
上
下
左
右
に
操
臼
綜
ゴ
ン
ド
ラ
一
な
ら
)
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
は

ム
」
の
提
案
活
動
を
強
化
す
一
ど
採
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
一
作
可
能
。
角
部
分
に
沿
っ
て
(
東
京
都
中
央
一
安
く
な
る
」
と
現
場
の
大
河

る
。
デ
ッ
キ
型
ゴ
ン
ド
ラ
と
一
は
同

μ
件

の

採

用

を

回

抱

一

移

動

す

る

こ

と

も

で

き

る

。

区

、

比

留

間

純

一

社

一

内

祥

志

所

長

。

足

場

の

構

築

揚
重
機
を
併
用
し
た
施
工
シ
一
す
。
一
さ
ま
ざ
ま
な
施
工
条
件
に
対
一
東
京
都
発
注
の
「
都
立
墨
東
一
長
)
が
設
置
@
解
体
す
る
。
一
時
に
懸
念
さ
れ
る
金
属
音
を

ス
テ
ム
で
、
外
装
パ
ネ
ル
と
、
一
シ
ス
テ
ム
は
「

p
l
u
p
一
応
で
き
る
よ
う
台
車
仕
様
の
一
病
院
(
お
)
増
築
お
よ
び
改
一
現
地
で
は
最
も
重
い
鉄
骨
一
白
さ
ず
に
済
ん
だ
メ
リ
ッ
ト

作
業
台
と
な
る
ゴ
ン
ド
ラ
を
一
工
法
」
と
い
う
名
称
。
最
上
一
シ
ス
テ
ム
も
あ
る
。
一
修
工
事
」
(
墨
田
区
)
に
適
一
に
合
わ
せ
た
仕
様
の
タ
ワ
!
一
も
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
隼
思
の
位
置
に
動
一
層
に
取
り
付
け
る
レ
ン
タ
ル
一
芦
田
建
設
・
京
成
建
設
・
一
用
。
長
さ
3
・
6
i
7
0
一
ク
レ
ー
ン
を
軽
量
ふ
型
の
一
日
綜
霊
言
、
「
高
層
建

か
せ
る
の
が
特
徴
。
ク
レ
i
一
品
の
つ
り
元
ア
1
ム
、
ゴ
ン
一
坂
田
建
設
J
V
が
進
め
て
い
る
一
が
の
3
種
類
の
ゴ
ン
ド
ラ
5
一
外
装
材
の
設
置
に
使
用
し
て
一
築
は
屋
外
作
業
を
減
ら
す
傾

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2勿

2向
に
あ
る
」
と
し
て
、
日
綜

ゴ
ン
ド
ラ
と
と
も
に

p
l
U

P
工
法
を
積
極
的
に
売
り
込

ん
で
い
く
方
針
だ
。

ワ
ー
ク
i
v
j
ン
不
要

産担
業綜

重
シ
ス
チ
ム
提
案
強
化



国フ
ト
h
iン

工
事
現
場
で
見
学
会
酔間

同

ン
ド
一
ブ
と
揚
重
機
を
併
用

し
、
外
装
材
の
楊
重
か
ら

取
り
付
け
、
仕
上
げ
工
事

ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
シ

ス
テ
ム
で
、
同
現
場
で
は

病
院
南
側
に
あ
る
増
築
棟

の
6
階
以
上
の
工
事
で
用

パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
チ
ム

日(金)

2013年(平成25年)
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11月

臼
綜
産
業
グ
ル
ー
プ
の

日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
(
比
留
間

純
社
長
)
は
mm
日
、
東
京

都
墨
田
区
の
都
立
暴
東
病

院
で
行
わ
れ
て
い
る
「
都

立
墨
東
病
院
増
築
及
び
改

修
工
事
」
(
建
築
主
日
東
京

都
、
施
工
H
戸
田
・
京
成

・
酒
田
建
設
共
同
企
業

体
)
で
見
学
会
を
開
催
し
、

同
社
が
出
荷
し
た
「
パ
ネ

ル
揚
重
機
シ
ス
テ
ム
」
を

紹
介
し
た
。
デ
ッ
キ
型
ゴ

外
装
材
の
取
付
け
作
業
に
活
躍

い
ら
れ
た
。

同
現
場
は
、
「
当
初
は
総

足
場
で
外
装
材
を
取
り
付

け
る
計
画
だ
っ
た
が
、
労

務
の
入
手
不
足
が
あ
る
中

で
、
工
期
短
縮
な
ど
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
に
優
れ
た
パ

ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
た
」
(
大
河
内
祥
志

.
作
業
所
長
)
。
同
シ
ス
テ

ム
は
タ
ワ
!
ク
レ
ー
ン
や

重
機
な
ど
を
使
用
し
な
い

た
め
、
鉄
骨
建
方
と
外
装

材
の
取
り
付
け
・
仕
上
げ

を
同
時
施
工
で
進
行
し
、

取
り
付
け
作
業
の
コ
ス
ト

低
減
や
外
装
工
期
の
短
縮

を
可
能
と
す
る
点
が
特

徴。

2
0
0
7
年
か
ら
ス

タ
i
ト
し
、
現
在
は
年
間

ロ
件
の
ぺ

i
ス
で
出
て
い

る
が
、
「
今
後
は
年
間
U
A

件

ま
で
倍
増
を
目
指
し
た

い
」
(
日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
・
武

田
光
寿
部
長
)
考
え
だ
。



寿
営
業
部
長

/
は
「
シ
ス
テ
ム

は
6
年
前
よ
り

採
用
し
、
こ
れ

臼

綜

ゴ

ン

ド

ラ

(

本

社

・

ム

ま

で

の

実

績

は

東

京

都

中

央

区

、

比

留

間

純

一

万

却

現

場

。

年

間

代

表

取

締

役

社

長

)

の

パ

ネ

一

膨

M
現
場
を
目
標

ル

揚

重

機

シ

ス

テ

ム

が

、

戸

一

種

に

蛍

業

展

開

し

田

建

設

二

京

成

建

設

・

坂

田

一

州

て

い

く

」

と

話

建

設

J

V

施

工

の

「

都

立

墨

一

点

す

。

東

病

院

(

お

)

増

築

お

よ

び

一

施

設

は

、

s

改

修

工

事

」

(

東

京

都

墨

田

一

造

S
R
C造
地

区

)

で

採

用

さ

れ

て

い

る

。

一

下

2
階
地
上
位

デ

ッ

キ

型

ゴ

ン

ド

ラ

と

揚

重

一

階

建

て

、

延

べ

機
を
併
用
し
、
取
り
付
け
お
一
作
で
上
下
横
行
の
同
時
操
作
一
床
面
積
1
万
2
8
1
2
・
2

よ
び
仕
上
工
事
ま
で
を
同
時
一
が
可
能
。
最
大
吊
下
荷
重
は
一

8
J服
、
最
高
高
さ
日
・

5
5

施
工
で
進
行
。
外
装
材
の
取
一

1
tま
で
と
な
っ
て
い
る
。
一

m
。
発
注
は
東
京
都
。

付
用
重
機
の
稼
動
低
減
、
取
一
現
場
の
大
河
内
禅
志
所
長

付
作
業
の
コ
ス
ト
低
減
と
外
一
は
「
一
元
々
は
、
総
足
場
の
計

装
工
期
の
短
縮
を
図
る
こ
と
一
画
だ
っ
た
。
労
務
不
足
の
深

が
で
き
る
。
一
刻
化
を
解
消
す
る
た
め
に
も

揚
重
機
は
、
手
元
無
線
操
一
採
用
し
た
。
初
期
コ
ス
ト

一
は
高
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

一
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
は
安
か
っ

一
た
と
思
う
。
省
力
化
も
図
れ

一
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。

日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
の
武
田
光
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一
し
た
施
工
シ
ス
テ
ム
で
、
最

一
上
部
に
取
り
付
け
る
吊
一
万
ア

一
!
ム
や
ゴ
ン
ド
ラ
、
走
行
レ

一
l
ル
な
ど
で
構
成
。
揚
重
機

一
の
最
大
荷
重
は
約
1
トンで、

一
手
元
で
無
線
操
作
が
可
能
。

日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
(
中
央
区
)
一
ク
レ
ー
ン
や
重
機
を
使
用
し

は
、
タ
ワ
ー
ク
レ
i
シ
や
重
一
な
い
た
め
、
鉄
骨
建
方
と
外

機
な
ど
を
使
用
せ
ず
に
外
装
一
装
材
の
取
り
付
け
や
仕
上
工

材
の
揚
重
か
ら
取
り
付
け
、
一
一
事
を
同
時
に
施
工
す
る
こ
と

仕
上
げ
ま
で
の
施
工
が
可
能
一
が
で
き
、
取
付
用
重
機
の
稼

な
「
パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
テ
一
働
低
減
、
コ
ス
ト
縮
減
、
ヱ

ム

(
p
l
u
p工
法
)
」
H

官
一
二
期
短
縮
が
可
能
だ
と
い
う
。

宮内

H

の
提
案
を
強
化
す
る
。
一
一
戸
田
・
京
成
・
坂
田
建
設

シ
ス
テ
ム
は
、
ヂ
ッ
キ
型
一
特
定
J
V
で
施
工
が
進
む

ゴ
ン
ド
ラ
と
揚
重
機
を
併
用
「
都
立
墨
東
病
院
(
お
)
増

築
お
よ
び
改
修
工
事
」
で

採
用
さ
れ
て
お
り
、
現
場

の
大
河
内
祥
志
所
長
は

「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
は
安

く
な
り
、
足
場
構
築
の
騒

音
も
軽
減
で
き
る
」
と
話

す
。
設
置
@
解
体
な
ど
は

臼
綜
ゴ
ン
ド
ラ
(
中
央
区
)

が
担
当
し
て
い
る
。

p
i
U
0・E

工
法

提
案
を
強
化

日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
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